ストリーミングサーバや添付のソフトウェアの特長、導入の際に知っておいていただきたい事柄について 
説明します。 


ストリーミングサーバについて （—2 ページ) 

各部の名称と機能(―12ページ） . 

運用時の操作 (—21 ページ） . 


ストリーミングサーバファミリーやストリーミン 
グサーバの特長 • 機能について説明しています。 

ストリーミングサーバの各部の名称やランプ表示 
の意味について説明しています。 

日常の運用の際に知っておいていただきたい機能 
や操作方法について説明しています。 
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ストリーミンクサーバについて 


お買い求めになられたストリーミングサーバについて説明します。 


スト II — ミングサーバとは 


ブロードバンド時代の到来により、大量の映像データ 
や音声データがストリーミングコンテンツとして流通 
する環境が求められています。 

このようなストリーミングコンテンツを高速にデジタ 
ルデータ化(エンコード）し、世界に向けて配信（デリ 
バリ）するために開発されたのが r ストリーミングサー 
パ」です。 

ストリーミングサーバを使用することにより、世界中で行われているコンサート、スポーツ 
などのイベントや最新のニュースなどをインターネットから、より早く、よりビジュアル的 
に伝えることができます。 

ストリーミングサーバファミリーには、目的や用途に応じて次のモデルが用意されて 
います。 

• EncodeServer ( エンコードサーバ： ES モデル） 

映像や音声などのソースの取り込み(エンコード）を目的としたモデルです。エンコード 
サーバに関する説明は本書に記載されています。 

• DeliveryServer ( デリバリサーバ： DS モデル )/ GeneralServer ( ジェネラルサーバ： 
GS モデル） 

取り込んだ映像や音声をインターネットや CATV 上にリアルタイムで配信(デリバリ）す 
ることを目的としたモデルです。 

• LiteServer ( ライトサーバ： LS モデル） 

小規模向けに映像 • 音声の取り込みから配信まで行ラことを目的としたモデルです。 
スリムタワー型のコンパクトモデルのため、場所をとらずにストリーミングをご活用で 
きます。 



カメラ • マイク 映像やサウンドのデジタル化 デジタルデータの配信 
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CPU/ メモリ縮退機能(障害を起こしたデノ \イスの 
論理的な切り離し） 

メモリ監視機能 （1 ビットエラー訂正/2ビットエラー 
検出） 

温度検知 
異常検知 

内蔵ファン回転監視機能 
内部電圧監視機能 

フロントぺゼルによるセキュリティロック 
ディスクアレイ 

才ートリビルド(ホットスワップ対応） 

BIOS パスワード機能 

クラスタ構成による二重化システム 



• ESMPR 〇(複数のサーバの稼働状況を 「ESMPRO」 で 
統合的に運用 • 管理することができる） 

• MWA (Management Workstation Application) 

• Power Console Plus 

• UPS 管理ツール （ESMPRO/USPControlle^d^') 

• エクスプレス通報サービス（別途契約が必要です） 

• ディスクアレイユーティリティ 


スペース 


最大3台のハードディスクドライプを増設可能 
(ID3 のスロットに 36.3GB ハードディスクドライ 
プ1台を標準搭載） 

最大2マルチプロセッサまでアップク'レード可能 
バックアップに DAT デノ \'イスを搭載可能 
USB 対応 

ぐに使える•設定できる 

• 購入時のハードディスクドライプにオペレーティ 
ングシステムがインストール済み（プリインス 
トールのみ） 

• 自動インストールツール「シームレスセットアッ 
プ」による無人再インストールを実現 
• 八ードディスクドライプはケーブルを必要としない 
ワンタッチ取り付け（ホットスワップ対応） 


Q 富な機能搭載 


高さ 2U (約 88mm) のラックマウントタイプ 


• ベースボードマネージメントコント □_ ラ 
(BMC) 搭載 

• グラフィックスアクセラレータ 「RAGE XL」 採用 

• El Torito Bootable CD-ROM(no emulation 
mode) フォーマットをサボート 

• POWER/SLEEP スイッチマスク 

• AC4JNK 機能 

• コンソールレス機能 

• DV(EEE 1394) 端子、 Line-in 端子を標準装備 



己診断機能 


Power On Self-Test (POST) 
システム診断 (T&D) ユーテイリテイ 



守機能 


• オフライン保守ユーティリティ 

• DUMP スイッチによるメモリダンプ機能 

• BIOS 機能 


電力機能 

スリープ機能をサポート 

I 利なセットアップユーティリティ 

• EXPRESSBUILDER (システムセットアップユーティリティ） 

• ExpressPicnic (セットアップパラメータ FD 作成ユーティリティ） 

• SETUP(BIOS セットアップユーティリティ） 

• SCSISe/e び (SCSI デバイスユーティリティ） 


知つておきたいこと 
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八ードウェアが提供する機能 

ストリーミングサーバのハードウェアが提供する機能について説明します。 

• システムシャーシ 

高さ 2 U (約 88 mm ) のラックマウントタイプです。添付のレールを取り付けて、19インチ 
ラックアセンブリに取り付けて使用します。 

電源は AC 100 V (50/60 Hz ) に対応しています。ファイルデバイスとしてスリム CD-ROM 
ドライブとフロッピーディスクドライブを標準で装備しています。 CD - ROM ドライブは 
El Torito Bootable CD-R 〇 M (门〇 emulation mode ) フォーマツ トを サポー トして 
います。 

また、本体前面に取り付けられるフロントべゼルは添付のキーでロック/解除されます。 
本体の不用意な操作や盗難を防止することができます。 


• 八ードディスクドライブ•ディスクアレイ 


内蔵のハードディスクドライブは Ult 「 a 160 SCSI に対応した高速ディスクドライブを採 
用しています。またディスクアレイコント□ーラボードを使用してハードディスクドラ 
イブをディスクアレイ構成で運用することにより、データの信頼性を向上させることが 
できます。 

ハードディスクドライブベイはケーブル接続を必要としないワンタッチ接続タイプで、 
電源が ON の状態でも取り付け • 取り外しのできるホットスワップに対応しています(最 
太で3台搭載可能)。 

• 冷却フアン 

内蔵)令却ファンは、システム内に3台搭載されています。冷却ファンは、ハードディスク 
ドライブ、プロセッサ、ボード類を)令却するためのものです。これらのファンの動作状 
態は、マザーボード上のコント□ーラによって監視されています。 

• 旧 EE 1394対応 

IEEE 1394は、 IEEE (米国電気電子技術者協会)で標準化された規格の一つで、パソコンや 
サーバと周辺機器のデータのやりとりを高速に行うことができるインタフェースです。 
転送速度が速いので、動画などの容量の大きいデータもスムーズに転送することができ 
ます。 EEE 1394に対応している周辺機器には、デジタルビデオカメラやデジタルビデオ 
デッキなどがあります。 

• マザーポード 

マザーボード上にあるコンポーネントおよびそのコンポーネントが提供する機能に 
ついて 簡単に説明します。 

— ネットワーク 

ス トリーミングサーパに1000 BASE - T 、 100 Base - TX 、10 BASE - T に対応したネッ 
トワークポートと、100 Base - TX 、 10 BASE - T に対応したネットワークポートをそ 
れぞれ1チャネル標準で装備しています。また、オプションで1000 Base - SX に対応 
した NIC (ネットワークインタフ エース カード）を増設することができます。 
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メモリ 


DIMM を搭載できるス□ットを6スロット装備しています。標準で51 2 MB 
(256 MBX 2)、 最大 4 GB まで増設することができます。 

1ビットエラーを検出し、これを訂正することができます。また、2ビットエラーの 
検出も行います。複数の DIMM を搭載している場合に、ある1枚の DIMM が故障する 
と、自動的に故障した DIMM をシステムから切り離し、動作を続けます。 

- PCI バス 

32- bit /33 MHz の PCI バスを3ス□ット装備しています。 

一周辺装置接続ポート 

USB ポートを4つ、シリアルポートと PS /2( キーボード • マウス）ポートを各2つ、 
SCSI (Ultra 160)、 VGA (モニタ）ポートを各1つずつ装備しています。さらに、映像 
や音声などのソースのエンコードのための DV 0 EEE 1394) 端子や LINE IN / OUT 端子 
も標準で装備しています。ネットワークについては、前述の説明を参照してくださ 
い。 

-標準 BIOS チップ 

本体の入出カシステムを制御したり、電源を〇 N にしたときに自己診断 （ POST : 
Power On Self - Test ) を実行したりするコントローラです 0 入出カシステムの設定 
や各種基本設定 ( POWER / SLEEP スイッチのマスクや AC - LINK 機能)を変更すること 
もできます。使用するユーティリティは、 「 SETUP 」 と呼ばれています。5章を参照 
してください。 

-ベースポードマネージメントコント□—ラ （ BMC ) 

ハードウェアの稼働状況をチェックしたり、ハードウェア情報を収集したりする 
管理チップです。収集されるハードウェア情報には、システムイベントログ ( SEL )、 
センサ装置情報 ( SDR )、 保守交換部品情報 ( FRU ) などがあります。これらの情報は 
システム管理ユーティリティ 「 ESMPRO 」 または 「 MWA 」 で確認することができ 
ます。また、 「 MWA 」 は BMC を通じて、本装置の電源〇 N / OFF をリモート制御でき 
ます。 


知つておきたいこと 


5 



ソフトウェアが提供する機能 

ストリーミングサーバに搭載されたユーティリティや添付のソフトウェアが提供する機能に 
ついて説明します。また、サポートする様々なエンコードソフトウェアについても紹介しま 
す。 

• 各種エンコードソフトウェア 

ストリーミングサーバでは、下記のエンコードソフトウェアの動作確認を行っています。 
— Microsoft ネ土 Windows Media Encoder 9 

— RealNetworks ^ Helix Producer Plus 9 
各ソフトウェアの詳細については、各ソフトウェアべンタ'一にお問い合わせください。 


• SETUP (システム BIOS セツトアップユーテイリテイ） 


ストリーミングサーパのマザーボード 
上に搭載されている BIOS チップ内の 
設定を変更するユーティリティです。 
入出力の設定や RAS 機能に関する設定 
をします。詳しくは5章を参照してくだ 
さい。 


Phoenix BIOS Setup Utility 

Main 

System Time: [E ： 19 ： 20] 

System Date: [12724/2001] 

Legacy Floppy A: [L44/L25 MB 3.5 ] 

Legacy Floppy B: [Disabled] 

Hard Disk Pre-Delay [Disabled] 

► Primary IDE Master [None] 

► Primary IDE Slave [None] 

► Secondary IDE Master [CD-ROM] 

► Secondary IDE Slave [None] 

k- Processor Settings 

Language: [English (US)] 

Item Specific Help 

<Tab> f <Shift-Tab>, or 
<^nter> selects field. 

FI Help t l Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit 一 — Select Menu Enter Select Sub-Menu F10 Save and Exit 


• SCSI コンフィグレーションユーティリティ 

標準装備のマザーボード上に搭載され 
ている SCSI コントローラに対して、 
データ転送レートや同期転送の設定 
などをするユーティリティで 
「 SCSISe / ecd と呼びます。本体内部用 


対してのみこのユーティリティを使用 
して設定を変更してください。 


本体内部(八ードディスクドライブ)用のチャネルに対する設定は、出荷時に最適な状態 
に設定されているため、特に使用する必要はありません。ディスクアレイを構築してい 
ないモデル（ディスクアレイコント□—ラに内部 SCSI ケーブルを接続していないモデル） 
では、このユーティリティを使用して、ハードディスクドライブのフォーマツトなども 
できますが、5章の説明をよく読んで正しく使用してください。操作を誤るとハードディ 
スクドライブ内のデータを消失するおそれがあります。 


と外付けデバイス用の2つのチャネルに 
対してそれぞれ設定できますが、通常 
では、外付けデバイス用のチヤネルに 


- SCSI D 

SCSI Device ID 

device Co 

#0 

infigur 

#1 

at ion • 

#2 

#3 

#4 

#5 

#6 

#7 

Sync Transfer Rate (MB/Sec) … 

■- 160 

160 

160 

160 

160 

160 

160 

160 

Initiate Wide Negotiation. 

■ ■ Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Enaole Disconnection. 

■ ■ Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Send Start Unit Command. 

■ ■ Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

—— Options Listed Below Have NO EFFECT if the BIOS is Disabled — 



Enable Write Back Cache. 

■- N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

BIOS Multiple LUN Support ■… 

■- No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

Include in BIOS Scan. 

■- Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

SCSI Device ID 

#8 

#9 

#10 

#11 

#12 

#13 

#14 

#15 

Sync Transfer Rate (MB/Sec) … 

■- 160 

160 

160 

160 

160 

160 

160 

160 

Initiate Wide Negotiation. 

■ ■ Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Enable Disconnection. 

■- Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Send Start Unit Command. 

■- Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

—— Options Listed Below Have NO EFFECT if the BIOS is Disabled — 



Enable Write Back Cache. 

■- N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

BIOS Multiple LUN Support ■… 

■- No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

Include in BIOS Scan. 

■- Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 
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• EXPRESSBUILDER ( CD - ROM ) 


添付の EXPRESSBUILDER CD-ROM 
は、次のよラな場合に使用します。 

-ストリーミンク'サーバにオペレー 
ティングシステムをインストール 
するとき 

-オフライン保守ユーティリティや 
システム診断などの各種ツールを 
使用してストリーミングサーバを 
保守 • 管理するとき 


r シー厶レスセットアップ j とは、ハードウエア 
の内部的なパラメータや状態の設定から os、 各種 
ユーティ _J 亍ィインストールまでを添付の 
CD-ROM rEXPRESSBUILDERj を使って切れ i なく 
(シームレスで）セットアップできる独自の 
セットアップ方法です必 

ハ ーK ディスクを K 入時の状態と異なるバーティ 
ヨン設定で使用する場合や 0S を再インストール 
す衣シー厶レ Xセットアップを使用して 
ください • ットアップをこの楼能が代 

わって行います • 〆 

シームレXセットアップは、セットア^^拥始 
する前にセットアップに必要な情*を編集し 
フロッビーディスクに保存し * セットアップの眩 
にその情*を逐一読み出して自動的に一連のセッ 
トアップを進めるというものでれ 
こ0> とぎ<$用されるプロッビ4ィスク <D ことを 
「セットアップパラメータ FDJ と呼びます • 


- ESMPR 〇や MWA 、 ExpressPicnic などのユーティリティをインストールするとき 

-〇 EM - DISK などの専用ディスクを作成したり、システムをアップデートしたりする 
とぎ 

-オンラインドキュメントを読むとき 


EXPRESSBUILDER には、3つの起動方法があります。起動方法によって用途も異なり 
ます。 

- EXPRESSBUILDER から起動する（コンソールあり） 

ストリーミングサーバに EXPRESSBUILDER CD - ROM をセットして 
EXPRESSBUILDER から起動する方法です。起動後、表示されるメニューからは、 
オペレーティングシステムの無人セットアップツール「シームレスセットアップ」や 
保守 • 管理をするための各種ツールを起動することができます。 

- EXPRESSBUILDER から起動する（コンソールなし） 

ストリーミンク'サーバにキーボードやマウス、ディスプレイ装置などのコンソール 
を接続していない状態でストリーミングサーバに EXPRESSBUILDER CD - R 〇 M を 
セットして EXPRESSBUILDER から起動する方法です。起動後、 LAN か COM (シリ 
アルポート）で接続している管理用コンピュータ （ PC ) の画面に表示されるメニュー 
からは、ストリーミングサーバを保守 • 管理をするための各種ツールを管理用コン 
ピュータから遠隔操作することができます。 

— Windows マシンにセットして起動する 

Windows (Windows 95以降または Windows NT 4.0以降）で動作しているコン 
ピュータの CD - ROM ドライブにセットすると Autorun 機能で自動的にメニューが表 
示されます。このメニューを「マスターコント□ールメニュー」と呼びます。 


響 L 

rpn 


システムの状態によっては自動的に起動しない場合があります。そのような場合 
は、 CD - R 〇 M 上の次のファイルをェクスプローラ等から実行してください。 

¥ MC ¥1 ST.EXE 


このメニューからは、 ESMPR 〇や MWA 、 ExpressPicnic などのユーティリティの 
インス!ル、〇 EM - DISK などの専用ディスクの作成、システムのアップデート、 
オンラインドキュメントの閲覧などができます。 


知つておきたいこと 
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* エクスプレス通報サービスを併せて利用することも 
できます（エクスプレス通報サービスは別途契約が 
必要です）。 


• ESMPRO 

「 ESMPRO ®」 は、弊社が提供するサー卿獅綱議《满物 
パ管理 • 監視ソフトウェアです。 

ストリーミンク'サーバの稼動状況や 
障害の監視をリモートで行い、障害を 
事前に防ぐことや万一の場合に迅速に 
対応することができます。 

ストリーミンク'サーバを運用する際 
は、 ESMPR 〇を利用して、万一のトラ 
ブルからシステムを守るよう心がけて 
ください。 

添付の EXPRESSBUILDER CD - R 〇 M にはストリーミンク'サーバを監視するソフトウェ 
ア 「 ESMPR 〇/361^^17\96加」とストリーミングサーバを管理するためのソフトウェア 
「巳31\/^1^〇/361^/6「1\/|3门396「」が格納されています。 

ESMPR 〇 / ServerAgent はストリーミングサーバにインストールします。 

ESMPR 0/ Se 「 ve 「 Managei 1^* v トワーク上のコンピュータにインストールします。 
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機能名 

可否 

機能概要 

ハードウエア 


〇 

ハードウェアの物理的な情報を表示する機能です。 


メモリバンク 

〇 

メモリの物理的な情報を表示する機能です。 


装置情報 

〇 

装置固有の情報を表示する機能です。 


CPU 

〇 

CPU の物理的な情報を表示する機能です。 

システム 

〇 

CPU の論理情報参照や負荷率の監視をする機能です。 

メモリの論理情報参照や状態監視をする機能です。 

l /〇デバイス 

〇 

I / O デバイス(フロッピーディスクドライブ、シリアルポート、 
パラレルポート、キ_ボ_ド、マウス、ビデオ)の情報参照 
をする機能です。 

システム環境 


〇 

温度、ファン、電圧、電源、ドアなどを監視する機能です。 


温度 

〇 

筐体内部の温度を監視する機能です。 


フアン 

〇 

ファンを監視する機能です。 


電圧 

〇 

筐体内部の電圧を監視する機能です。 


電源 

〇 

電源ユニットを監視する機能です。 


ドア 

〇 

Chassis Intrusion (筐体のカバー/ドアの開閉）を監視する機 
能です。 

ソフトウェア 

〇 

サービス、ドライバ、〇 S の情報を参照する機能です。 

ネットワーク 

〇 

ネットワーク ( LAN ) に関する情報参照やバケット監視をする機 
能です。 

拡張バスデバイス 

〇 

拡張バスデバイスの情報を参照する機能です。 

BIOS 

〇 

BIOS の情報を参照する機能です。 

□— カルポーリング 

〇 

エージェントが取得する任意の MIB 項目の値を監視する機能で 
す。 

ストレージ 

〇 

ハードディスクドライプなどのストレージデバイスやコントロ 
ーラを監視する機能です。 

ファイルシステム 

〇 

ファイルシステム構成の参照や使用率監視などが可能です。 

ディスクアレイ 

〇 

LSILogic 社製ディスクアレイシステムを監視する機能です。 

その他 

〇 

Watch Dog Timer による〇 S ス1ル監視が可能です。 


〇：サポート△:一部サポート X ：未サポート 


ESMPR 〇 / ServerAgent と巳31\/^1^〇/36「ソ6「1\/13旧96「の詳細は4章またはオンライン 
ドキュメントを参照してください。 

ESMPR 〇を使ってさらに高度なクライアントサーバシステムを構築する場合は別売の 
「ESMPR 〇システム構築ガイド Ve 「.2.0( UL 9005-201)」を参照してください。この説明 
書は ESMPR 〇製品をシステムで活用するためのガイドです。 

また 、 ESMPR 〇には、サーバ管理用ソフトウェアをはじめ、ネットワーク管理や電源 
管理、ストレージ管理を行う専用のアプリケーション (ESMPR 〇プ□ダクト）が用意され 
ています 。 ESMPR 〇プ□ダクトについては、お買い求めの販売店または保守サービス 
会社にお問い合わせください。 


知つておきたいこと 
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• Management Workstation Application ( MWA ) 


リモート ( LAN 接続またはクロスケープ 
ルによるダイレクト接続)で管理 PC か 
6ストリーミンク'サーバを管理したい 
時に使用するソフトウェアです。詳細 
は4章またはオンラインドキュメントを 
参照してください。 



ExpressPicmc 

スト リー ミンク' サーバに 〇 S をインス 
トールするときに使用する「シームレス 
セットアップ」は、起動後、〇 S のイン 
ストールの際に必要となるいくつかの 
設定項目（パラメータ）を入力した後、 
フ□ッピーディスクにそのパラメータ 
を記録します。ここで作成された 
フロッピーディスクのことを「セツト 
アップパラメータ FD 」 といいます。 



「 ExpressPicnic ®」 は、ストリーミングサーバのセットアップで使用する「セットアップ 
パラメータ FD 」 を事前に作成するツールです。 

シームレスセットアップを起動してからセットアップパラメータ FD を作成するより、 
事前に ExpressPicnic を使ってセットアップパラメータ FD を作成しておくほうが、イン 
ストールの際の手間も省けます。 


• オフライン保守ユーティリティ 

オフライン保守ユーティリティは、ストリーミンク'サーバの予防保守、障害解析を行う 
ためのユーティリティです。 ESMPR 〇が起動できないような障害がストリーミンク' 
サーバに起きた場合は、オフライン保守ユーティリティを使って障害原因の確認ができ 
ます。 


オフライン保守ユーティリティは EXPRESSBUILDER CD - R 〇 M に格納されています。 
詳細は4章を参照してください。 

• システム診断 

システム診断は、ストリーミンク'サーバを診断するツールです。ストリーミングサーバ 
の メモリ （ DIMM やプ□セッサのキャッシュメモリ）やハードディスクドライブ、 LAN コ 
ント ローラの 診断をします。 

システム診断は EXPRESSBUILDER CD - R 〇 M に格納されています。詳細は4章を参照し 
てください。 
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エクスプレス通報サービス 


エクスプレス通報サービスに登録することにより、システムに発生する障害情報(予防保 
守情報含む)を電子メールやモデム経由で保守センターに自動通報することができます。 

本サービスを使用することにより、システムの障害を事前に察知したり、障害発生時に 
迅速に保守を行ったりすることができます。 

また、お客様のサーバ上で動作するエクスプレス通報サービスと、クライアント上で 
動作するシステム監視サービス （DMIT 〇〇 L) を連携させることでシステムを安定に稼働 
させることができる、クライアント/サーバ型の保守サービス （PC 通報連携機能)を提供 
しています。 



エクスプレス通報サービスの利用には別途契約が必要です。 


エクスプレス通報サービスは EXPRESSBUILDER CD-R 〇 M に格納されています。詳細 
は4章またはオンラインドキュメントを参照してください。 

UPS 制御 ツール 

商用電源のトラブルは、サーバを停止させる大きな原因のひとつです。 

停電や瞬断に加え、電圧低下、過負荷配電、電力設備の故障などがシステムタ'ウンの 
要因となる場合があります。 

無停電電源装置 (UPS) は、停電や瞬断で通常使用している商用電源の電圧が低下し始め 
ると、自動的にバッテリから電源を供給し、システムの停止を防ぎます。システム管理 
者は、その間にファイルの保存など、必要な処理を行うことができます。さらに電圧や 
電流の変動を抑え、電源装置の寿命を延ばして平均故障間隔 (MTBF) の延長にも貢献しま 
す。また、スケジュール等によるサーバの自動•無人運転を実現することもできます。 

ストリーミングサーバでは、弊社製多 
機能 UPS(l-UPSPro) と、 APC 社製 
Smart-UPS の2種類の無停電電源装置 
を提供しており、それぞれ ESMPRO/ 

UPSController, PowerChute p/as で 
管理 • 制御します。 


< ESMPRO / UPSController > 























各部の名称と機能 

本装置の各部の名称を次に示します。ここではストリーミンク'サーバで使用するコネクタやランプのみを 
説明します。 


装置前面 


① フロントべゼル 

日常の運用時に前面のデバイス類を保護するカパー。添付 
のセキュリティキーでロックすることができる（->21ペー 
ジ)。 

② キース □ット 

フロントべゼルのロックを解除するセキュリティキーの 
差し □(— 21ページ)。 

③ P0WER/SLEEP ランプ(緑色） 


電源を〇 N にすると緑色に点灯し、電源を〇 FF にすると消灯 
する （—1 6ページ)。また、本体がスリープ状態のときに 
点〉厥する。 

④ 旧ランプ(青色） 

ID スイッチを押すと青色に点灯する(->18ページ)。 
ケーブル接続や保守の際に複数の装置の中から対象となる 
装置を識別するためのランプ。 

⑤ DISK ACCESS ランプ(緑色/アンバー色） 

内蔵のハードディスクドライブにアクセスしているときに 
緑色に点灯する18ページ)。ハードディスクドライブの 
うち、いずれが1台でも故障するとアンバー色に点灯する。 

⑧ STATUS ランプ(緑色/アンバー色） 

正常に動作しているときは緑色に、異常を検出すると 
アンバー色に点灯/点滅する（->17ページ)。 
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⑥ 



•ランプに 
ついては 
前ページを 
参照 


■⑨ 


⑪ 

US 巳コネクタ (2 ポート） 

USB インタフェースに対応している装置と接続する （—42 
ページ)。左から順にコネクタ3、コネクタ4と割り当てられ 
ている。 

シリアルポート2コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する。 UPS の 
接続はシリアルポート1コネクタのみ。標準の状態では、 
誤挿入防止のためのキャップが取り付けられている。 

「シリアルポート2コネクタ」はネットワークケーブル 
コネクタと同じ形状をしています （ RJ -45)。 ケーブル 
を差し間違えないよう注意してください。 

DUMP スイッチ 

押すとメモリダンプを実行する199ページ)。 

POWER/SLEEP スイッチ 

電源を〇 N / OFF するスイッチ。一度押すと POWER ランプが 
点灯し、〇 N の状態になる。もう一度押すと電源を〇 FF にす 
る （—22 ページ)。4秒以上押し続けると強制的に 
電源を〇 FF にする （—32 ぺージ)。 

また、 0 S 起動中に一度押すと本体がスリープ状態(省電力 
モード）となる。もう一度スイッチを押すと復帰する（〇 S 上 
での設定が必要 (—26 ページ)）。 

U セットスイッチ 

押すとリセットを実行する（->32ページ)。 


① 八ンドル 

ラックへ取り付けたり、ラックから引き出すときに持つ 
取っ手。 

② 八ードディスクドライブベイ 

最大3台まで搭載可能(—208ページ)。丸数字の後の数字は 
増設順序を示す。 

©-1 SCSI ID 3 
② -2 SCSI ID 4 
©-3 SCSI ID 5 

③ DISK ランプ(緑色/アンバー色） 

ハードディスクドライブにあるランプ (—18 ページ)。ハー 
ドディスクドライブにアクセスしている時に緑色に点灯す 
る。ハードディスクドライブが故障するとアンパー色に点 
灯し、リビルド中は緑色とアンバー色に交互に点滅する 
(ディスクアレイ 
構成時のみ)。 

④ CD-ROM ドライブ 

CD-R 〇 M のデータの読み出しを行う （—29 ページ)。 

@-1ディスクアクセスランプ ⑱ 

@-2 CD トレーイジェクトボタン 
@-3エマージェンシーホール 

⑤ DV (旧 EE1394) 端子 

DV 端子を接続する。デジタルビデオカメラなどから映像 ® 

ソースを取り込む。 

⑧ヘッドホンジャック 

へッドホンの端子を接続する。 

⑦ 3.5 インチフロッピーディスクドライブ 

3.5 インチフロッピーディスクを挿入して、データの 
書き込み/読み出しを行ラ装置 (—27 ページ)。 

©-1ディスクアクセスランプ ® 

⑦ -2 ディスク揷入口 

©-3イジェクトボタン ® 

⑧ 3.5 インチデバイスベイ 

オプションの内蔵デバイス増設機構により、 SCSI 内蔵デバイ 
スが実装可能。 

(D 旧スイッチ 

装置前面/背面にある ID ランプを〇 N/OFF するスイッチ。 
スイッチを一度押すと、 ID ランプが点灯し、もラー度押すと 
消灯する169ページ)。 ⑭ 





装置前面■フロントべゼルを外した状態- 




知つておきたいこと 
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装置背面 



，⑫ 


⑭ -2 


⑭ -1 


① シリアルポート1コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する （—42 
ページ ) 0 

なお、専用回線に直接接続することはできません。 

② キーポー ドコネクタ 

キーボードを接続する（->42ページ)。 

③ マウスコネクタ 

マウスを接続する （—42 ページ)。 

④ USB コネクタ (2 ポート） 

USB インタフェースに対応している装置と接続する（— 
42ページ)。上から順にコネクタ1、コネクタ2と割り当 
てられている。 

⑤ ラインインコネクタ 

ラインアウト端子を持つ機器(オーディオ機器など）と接 
続する （—42 ページ)。 

⑧ラインアウトコネクタ 

ラインイン端子を持つ機器(オーディオ機器など)と接続 
する （—42 ページ)。 

© モニタコネクタ 

ディスプレイ装置を接続する （—42 ページ)。 

⑧ PCI ポード増設用スロット 

オプションの PCI ボードを取り付けるス□ット。 

⑨ ID ランプ(青色） 

ID スイッチを押すと青色に点灯する18ページ)。ケー 
ブル接続や保守の際に複数の装置の中から対象となる装 
置を識別するためのランプ(マザーボード上にあり、フ 
レームの隙間から見える）。 


⑱ SCSI コネクタ 

外付けの SCSI 装置と接続する Ultra 160 SCSI コネクタ 
42 ページ )〇 

⑪電源ユニット 

ストリーミングサーバに DC 電源を供給する装置。 

® AC インレツト 

電源コードを接続するソケット （43 ページ)。 

⑱電源ユニットステータスランプ(緑色/アンバー色） 

電源ユニットの状態を示すランプ。電源ユニットに AC 電源 
が供給されると、緑色に点滅し、装置の電源が 0N になると 
緑色に点灯する （—20 ページ)。電源ユニットの異常を検出 
するとアンバー色に点滅する。 

® LAN コネクタ 

LAN 上のネツトワークシステムと接続する: C— 42 ページ)。 
丸数字の後の数字はポート番号を示す。ポート1は 
1 00Mbps/ 1 0Mbps 対応、ポート 2 は 1 Gbps/1 00 Mbps/ 
10Mbps 対応。 

⑲100/10 ランプ(ポート 1 •アンバー色)、 1000/ 

100/10ランプ(ポート2 • 緑色/アンバー色） 

LAN の転送速度を示すランプ (—20 ページ)。 

⑯ LINK/ACT ランプ(緑色） 

LAN のアクセス状態を示すランプ (—19 ページ)。 


14 































































装置内部 


フアンユニット 
電源ュニット 
ライザーカード 
オーディオコネクタポード 
マザーポード 
DIMM ボード 

プロセッサ (CPU) (冷却用ダクト内) 
3.5 インチデバイスベイ 
フロッピーディスクドライブ/ 
CD-ROM ドライブベイ 
八ードディスクドライブベイ 


① 


② -2 


⑬ 


DIMM ソケット(下から#1〜 #6) 

DIMM #1と#2、#3と#4、#5と#6の2枚1組単位で増 
設する（この単位を 「 Group 」 と呼ぶ)。 

CPU (プ□セッサ） 

丸数字の後の数字は CPU 番号を示す。1に CPU を標準 
装備。 

フアンコネクタ 

©-1 CPU Fanl コネクタ 
(3)-2 CPU Fan 2 コネクタ 
(3)-3 Base Board Fan 1 コネクタ 

CMOS メモリ/パスワードクリア用スイッチ 
電源コネクタ 

電源ユニットインタフェースコネクタ 
CD-ROM ドライブインタフェースコネクタ 
未使用コネクタ 

SCSI BP インタフェースコネクタ 
Ultra 160 SCSI コネクタ 
ライザーカードス□ット 
リチウムバッテリ 
外部接続コネクタ 




①②③④⑤⑥⑦⑧⑨ ® 


①② ③ ④⑤⑥⑦⑧⑨⑱⑪⑫⑬ 
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ライザー カー 


① PCI ポー ドス□ット 

① -1 PCI # 1 (32- bit , 33 MHz 、5 V 、 PCI ) 
ショートサイズボードのみ実装可能。 
① -2 PCI #2(32- bit 、33 MHz 、5 V 、 PCI ) 
ロングサイズボードが実装可能。 

① -3 PCI #3(32- bit 、33 MHz 、5 V 、 PCI ) 
ロングサイズボードが実装可能。 



表側 


②オーディオケーブルコネクタ 



② 


裏側 


ランプ 


ストリーミングサーバのランプの表示とその意味は次のとおりです。 

POWER/SLEEP ランプ (: f ) 

ストリーミンク'サーバの電源が〇 N の間、緑色に点灯しています。電源がストリーミング 
サーバに供給されていないときは消灯します。 

また、ストリーミングサーバが省電カ モー ド（スリープ モー ド）で動作しているときは、 
緑色に点滅します。 

省電カモードは〇 S で省電カモードの設定をした後、 POWER / SLEEP スイッチを押すと 
省電カモードに切り替わります。もう一度 POWER / SLEEP スイッチを押すと通常の状態に 
戻ります。 
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STATUS ランプ(ム） 

スト リーミングサーバが正常に動作している間は STATUS ランプは緑色に点灯し ます。 
STATUS ランプが消灯しているときや、アンバー色に点灯/点滅しているときは スト リーミ 
ングサーバに何らかの異常が起きたことを 示します。 

次に STATUS ランプの表示の状態とその意味、対処方法を示します。 

• ESMPR 〇 またはオフライン保守ユーテイリテイをインストールしておくとエラーログ 
U 37 P 1 を参照することで故障の原因を確認することができます。 

• いったん電源を 〇 FF にして再起動するときに、 〇 S からシャットダウン処理ができる 
場合はシャットダウン処理をして再起動してください。シャットダウン処理ができなしヽ 
場合はリセット、強制電源 〇 FF をするか （32 ページ参照）、一度電源コードを抜き差し 
して再起動させてください。 


STATUS ランプの状態 

意味 

対処方法 

緑色に点灯 

正常に動作しています。 

- 

緑色に点滅 

拳メモリが CPU のいずれかが縮退 
した状態で動作している。 

拳メモリ1ビットエラーが多発して 
いる。 

装置背面の電源ユニットステータスランプの状態 
を確認してください。 

BIOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 を 
使って縮退しているデパイスを確認後、早急に 
交換することをお勧めします。 

消灯 

電源が OFR こなっている。 

- 

POST 中である。 

しばらくお待ちください。 POST を完了後、しば 
らくすると緑色に点灯します。 

CPU でエラーが発生した。 

いったん電源を〇 FF にして、電源を ON にし直し 
てください。 POST の画面で何らかのエフーメッ 
セージが表示された場合は、メッセージを記録し 
て保守サービス会社に連絡してください。 

CPU 温度の異常を検出した。 
( Thermal - Trip ) 

ウォッチドッグタイマタイムアウトが 
発生した。 

メモリで訂正不可能なエラーが検出さ 
れた。 

PCI システムエラーが発生した。 

PCI パリティエラーが発生した。 

CPU バスエラーが発生した。 

メモリダンプリクエスト中。 

ダンプを採取し終わるまでお待ちください。 

アンバー色に点灯 

温度異常を検出した。 

内部のファンにホコリやチリが付着していないか 
どうか確認してください。また、ファンユニット 
が確実に接続されていることを確認してくださ 
い。それでも表示が変わらない場合は、保守サー 
ビス会社に連絡してください。 

電圧異常を検出した。 

保守サービス会社に連絡してください。 

電源ユニットが故障した。 

アンバー色に点滅 

ファンアラームを検出した。 

ファンユニットが確実に接続されていることを 
確認してください。それでも表示が変わらない 
場合は、場合は、保守サービス会社に連絡して 
ください。 

温度警告を検出した。 

内部のファンにホコリやチリが付着していないか 
どうか確認してください。また、ファンユニット 
が確実に接続されていることを確認してくださ 
い。それでも表示が変わらない場合は、保守サー 
ビス会社に連絡してください。 

電圧警告を検出した。 

保守サービス会社に連絡してください。 


知つておきたいこと 
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DISK ACCESS ランプ (i) 

DISK ACCESS ランプはハードディスクドライブベイに取り付けられているハードディスク 
ドライブの状態を示します。ハードディスクドライブにアクセスするたびにランプは緑色に 
点灯します。 

ハードディスクドライブに障害が起きると DISK ACCESS ランプがアンバー色に点灯しま 
す。故障した ハー ドディスクドライブの状態はそれぞれの ハー ドディスクドライブにあるラ 
ンプで確認できます。 


ID ランプ ( ID ) 

本体の前後に各1つずつあるこのランプは装置前面にある ID スイッチを押すと、青色に点灯 
し、保守をしよラとしている装置を特定することができます。1台のラックに複数台の装置 
を設置しているときに利用してください。 

ID ランプを消灯させるには、 ID スイッチをもう一度押してください。 


アクセスランプ 

フ□ッピーデイスクドライブと CD - ROM ドライブのアクセスランプは、それぞれにセツト 
されているディスクや CD - R 〇 M にアクセスしているときに点灯します。 


八ードディスクドライブのランプ 

3. 5インチデバイスベイに搭載される DISK ランプは 
表示状態によって意味が異なります。 

• 緑色に点滅 

ハードディスクドライブにアクセスしていること 
をホしま3 〇 

• アンバー色に点灯 

ディスクアレイを構成しているときに取り付けて 
いるハードディスクドライブが故障していること 
をホしま3 〇 

■I： ディスクアレイ （RAID1、RAID5、RAID0+1) を構成してぃる場合は、1台のハードディ 
1-^1 スクドライブが故障しても運用を続けることができますが早急にディスクを交換して、 

- 再構築（リビルド）を行うことをお勧めします（ディスクの交換はホットスワップで行え 

ます）。 








• 緑色とアンバー色に交互に点滅 

ハードディスクドライブの再構築（リビルド)中は、点滅します(故障ではありません)。 
ディスクアレイ構成で、故障したハードディスクドライブを交換すると自動的にデータ 
のリビルドを行います(才ートリビルド機能)。リビルド中は DISK ランプが点滅します(同 
時にストリーミングサーバ本体の DISK ACCESS ランプもアンバー色に点灯または点滅 
します）。 

リビルドを終了するとランプは消灯します。リビルドに失敗するとランプがアンバー色 
に点灯します。 

M-0 リビルド中にシステムの電源を OFF にすると、リビルドは中断されます。再起動してか 
ら八ードディスクドライブをホットスワップで取り付け直してリビルドをやり直してく 
ださい。ただし、オートリビルド機能を使用するときは次の注意事項を守ってくださ 
い0 

• 電源を OFF にしないでください（いったん電源を OFF にするとオートリビルドは 
起動しません)。 

• 八ードディスクドライブの取り外し/取り付けの間隔は90秒以上あけてください。 

• 他にリビルド中の八ードディスクドライブが存在する場合は、八ードディスクドラ 
イブの交換は行わないでください。 


ネットワークポートのランプ 

背面にある2つの LAN ポート（コネクタ）にはそれぞれ2つのランプがあります。 



LAN ポート 2 LAN ポート 1 


• LINK / ACT ランプ 

本体標準装備のネットワークポートの状態を表示します。本体と八ブに電力が供給され 
ていて、かつ正常に接続されている間、緑色に点灯します ( LINK )。 ネットワークポート 
が送受信を行っているときに緑色に点滅します ( ACT )。 LINK 状態なのにランプが点灯し 
ない場合は、ネットワークケーブルの状態やケーブルの接続状態を確認してください。 
それでもランプが点灯しない場合は、ネットワーク （ LAN ) コントローラが故障している 
場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービス会社に連絡してください。 


知つておきたいこと 
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• 100 /10 ランプ(ポート 1 用） • 1000/ I 00/10ランプ(ポート2用） 


本体標準装備の2つのネットワークポートのうち、ポート1は100 BASE - TX 10 BASE-T 
の通信モードをサボートしています。ポート2は1000 BASE - T と100 BASE - TX 、 
10 BASE - T の通信モードをサボートしています。このランプは、それぞれのポートが 
1000 BASE - T , 100 BASE - TX , 10 BASE - T のうちのどのネットワークインタフェース 
で動作されているかを示します。ポート1では、ランプがアンバー色に点灯しているとき 
は100 BASE - TX 、消灯しているときは 10 BASE - T で動作していることを示します。 
また、ポート2では、ランプがアンバー色に点灯しているときは1000 BASE - T 、 緑色に 
点灯しているときは100 BASE - TX 、消灯しているときは 10 BASE - T で動作していること 
を示します。通信速度は接続先のハブなどの設定に合わせて自動的に切り替わります 
が、 Windows 上でハブとの通信速度や伝送方式 ( duplex の設定)をあらかじめ設定してお 
くことをお勧めします。 


電源ユニットのランプ 

背面にある電源ユニットには、電源ユニットステータスランプがあります。電源コードを 
コンセントに接続し、電源ユニットが受電すると緑色に点滅します。 

システムの電源を〇 N にし、システム内への DC 電源の供給を開始するとランプが緑色に点灯 
します。システムの電源を〇 N にしてもランプが点灯しない、またはアンバー色に点灯する 
場合は、電源ユニットの故障が考えられます。保守サービス会社に連絡して電源ユニットを 
交換してください。 


電源ユニッ 
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運用時の操作 


電源の〇 N / OFF の方法など日常の運用で知っておいていただきたい操作手順について説明します。 


フロントべゼル■取り付け•取り外し- 


ストリーミングサーパの電源の〇 N / OFF やフロッピーディスクドライブ、 CD - ROM ドライブ 
を取り扱うときはフロントべゼルを取り外します。 

I M-0 フロントべゼルは、添付のセキュリティキーでロックを解除しないと開けることができませ 
P 里马 ん。 


1. キースロットに添付のセキュリティキーを差し込み、キーをフロントべゼル側に軽く押しながら 
回してロックを解除する。 



解除 ロック 


2. フロントべゼルの右端を軽く持って手前に引く。 

3. フロントべゼルを左に少しスライドさせてタブをフレームがら外して本体から取り外す。 



フロントべゼルを取り付けるときは、フロントべセ'ルの左端のタブを本体のフレームに引つ 
かけるようにしながら取り付けます。取り付けた後はセキュリティのためにもキーでロック 
してください。 


知つておきたいこと 
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電源の ON 


ストリーミングサーバの電源は前面にある POWER / SLEEP スイッチを押すと〇 N の状態に 
なります。 

次の順序で電源を〇 N にします。 


マ ザーホー ド上にあるストリーミンクサーバを監視する「 ベー ス ホー ド マネー ジメントコン 
トローラ （ BMC )」 は、システム電圧の変化を監視し、ログをとっています。電源コードを 
接続した後や、電源を〇 FF にした後は、電源が〇 FF の状態から P 〇 WER / SLEEP スイッチを 
押すまでに30秒以上の時間をあけてください。 


1. ディスプレイ装置およびストリーミングサーバに接続している周辺装置の電源を〇 N にする。 

I チェック I 

無停電電源装置 (UPS) などの電源制御装置に電源コードを接続している場合は、電源制御装置 
の電源が〇 N になっていることを確認してください。 

2 . フロントべゼルを取り外す。 


3. フロッピーディスクドライプ、および CD-R 〇 M ドライプにディスクがセットされていないことを 
確認する。 

w-OB^ 

フロッピーディスクドライブや CD-ROM ドライブがセットされているとそのディスクから起動 
を試みます。必ずディスクがセットされていないことを確認してくださしヽ(電源 ON の直後にド 
ライブのイジェクトスイッチを押してディスクを取り出せば問題ありません)。 

年寺に添付の EXPRESSBUILDER CD-ROM をセットしたまま電源を ON にしないでください。 
EXPRESSBUILDER CD-ROM をセットしたまま電源を ON にすると EXPRESSBUILDER 
CD-ROM から起動し、ネットワーク上からはオフラインの状態となり、ストリーミングサービ 
スを開始しません。 


4. ストリーミンク'サーバ前面にある 
POWER/SLEEP スイッチを押す。 

P 〇 WER/SLEEP ランプが緑色に点灯 
し、しばらくするとディスプレイ装置の 
画面には 「NEC」 ロゴが表示されます。 

「NEC」 ロゴを表示している間、ストリー 
ミングサーバは自己診断プログラム 
(POST) を実行してストリーミングサー 
バ自身の診断しています。詳しくはこの 
後の 「POST のチェック」をご覧くださ 
し、 POST を完了すると OS が起動しま 
す。 



I チェック| 


POST 中に異常が見つかると P 〇 ST を中断し、エラーメッセージを表示します。6章を参照して 
ください。 
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POST (Power On Self - Test ) は、ストリーミングサーバのマザーボード内に記録されて 
いる自己診断機能です。 

POST はストリーミンク'サーバの電源を〇 N にすると自動的に実行され、マザーボード、 
メモリ、 CPU 、 キーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の実行中に各種の 
BIOS セツトアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 


ストリーミングサーバの出荷時の設定では POST を実行してい 
る間、ディスプレイ装置には 「 NEC 」 ロゴが表示されます。 
< Esc > キーを押すと、 POST の実行内容が表示されます。 




[ヒント I 


「NEC」 ロゴの表示中に <Esc> キーを押さなくても、はじめから POST の診断内容を表示させ 
ることができます0 5章の「システム BIOS」 の 「Advanced」 にある 「Boot-time Diagnostic 
Screen」 の設定を「 Enabled」 に切り替えてください。 


POST の実行内容は常に確認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示される 
メッセージを確認してください。 

• ストリーミンク、サーバの導入時 
• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源〇 N から〇 S の起動の間に何度もビープ音がしたとき 
• ディスプレイ装置に何らかのエラーメッセージが表示されたとき 

POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順を追って説明します。 


システムの構成によっては、ディスプレイの画面に 「Press Any Key 」 とキー入力を 
要求するメッセージを表示する場合もあります。これは取り付けたオプションのポード 
の BIOS が要求しているためのものです。オプションのマニュアルにある説明を確認 
してから何かキーを押してください。 

オプションの PCI ポードの取り付け/取り外し/取り付けているス□ットの変更をしてか 
ら電源を ON にすると、 POST の実行中に取り付けたポードの構成に誤りがあることを 
示すメッセージを表示して POST をいったん停止することがあります。 

この場合はく Fl > キーを押して POST を継続させてください。ポードの構成についての 
変更/設定は、この後に説明するユーティリティを使って設定できます。 


電源 ON 後、 POST が起動し、メモリチェックを始めます。ディスプレイ装置の画面左上に基本 
メモリと拡張メモリのサイズをカウントしているメッセージが表示されます。また、画面下に 
以下のメッセージが表示されます。 


Press <ESC> to enter boot selection menu, <Space> to abort memory test 
Press <F2> to enter SETUP, <F4> Service Partition, <F12> Network 


知つておきたいこと 
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“< Space > to abort memory test ” のメッセージ表示中に < Space > キーを押すと、メモリ 
テストをスキップすることができます。 


なお、ストリーミングサーバに搭載されているメモリの量によっては、メモリチェックが完了 
するまでに数分かかる場合もあります。同様に再起動（リブート）した場合など、画面に表示を 
するのに1分程度の時間がかかる場合があります。 

2. 続いてストリーミングサーバに内蔵の SCSI コントローラを検出し、 SCSI BIOS セットアップユー 
ティリティの起動を促すメッセージが表示されます。 

そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自動的に続けます。 


Press < Ctrl > < A > for SCSISelect ( TM ) Utility ! 


ここで < Ctrl > キーと < A > キーを押すとユーティリティが起動します。設定方法やパラメータの 
機能については、オプションのディスクアレイコントローラに添付の説明書を参照してくださ 
し、ユーティリティを使用しなければならない例としては次のような場合があります。 

• 外付け SCSI 装置を接続した場合 
參システム内部の SCSI 装置の接続を変更した場合 

ユーティリティを終了すると、ストリーミングサーバは自動的にもう一度始めから POST を実行 
します。 

3. 接続している SCSI 装置が使用している SCSI ID 番号などを画面に表示します。 

4. <ストリーミンク'サーバの PCI バスに起動可能なオプション ROM を搭載した PCI ボードを搭載して 
し^'る場合> 

搭載したボードの BIOS セットアップユーティリティの起動を促すメッセージが表示されます。 

ストリーミングサーバの PCI バスに起動可能なオプション ROM を搭載した PCI ボードを複数搭載 
しているときは、 PCI #1 —PCI #2 —PCI #3の順で搭載しているボードの BIOS セットアップユー 
ティリティの起動メッセージを表示します。操作方法については、それぞれのボードに添付の説 
明書を参照してください。 

5. 次に、 CPU や接続しているキーボード、マウスなどを検出したことを知らせるメッセージを表示 
します。 

6. その後、以下のメッセージが表示されます。 

パターン 1* : 

Press < ESC > to enter boot selection menu 

Press < F 2> to enter SETUP or Press < F 12> to Network 


バターン 2* : 

Press < ESC > to enter boot selection menu 

Press < F 2> to enter SETUP , < F 4> Service Partition , < F 12> Network 


パターン 3* : 

Press < ESC > to enter boot selection menu 

Press <F 1 > to resume , < F 2> to Setup , < F 12> to Network 


パターン 4* : 

Press < ESC > to enter boot selection menu 

Press <F 1 > to resume , < F 2> Setup , < F 4> Service Partition , < F 12> Network 


* 装置の状態によって、メッセージの内容は異なります。 
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それぞれのキーを入力した場合の動作や起動するユーティリティは以下のようになっています。 
通常では、特に起動する必要はありません。 


一 [12EI 

• <日30>キ_を押した場合、 POST の終わりで Boot メニューを表示します。このメニューか 

ら起動するデバイスを選択することができます。 


Boot Menu 


1. CD-ROM Drive 

2. +Rem 〇 vable Devices 

3. +Hard Drive 

4. IBA 4.0.19 Slot 0003 

5. IBA 1.0.17 Slot 0103 

<Enter Setup> 


• < F 2> キーを押した場合、 BIOS セットアップユーティリティを起動します。ストリーミング 
サーバを使用する環境に合った設定に変更するときに起動してください。エラーメッセージ 
を伴った上記のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設定を変更する 
必要はありません。設定方法やパラメータの機能については。5章を参照してください。 

• < F 4> キーを押した場合、保守用パーティシヨンから起動します。保守用パーティシヨンに 
ついては、「保守用パーティシヨンの設定 (80 ページ）」を参照してくださし、。 

• < F 12> キーを押した場合、ネットワークブートを実行します。 

• “Press < F 1 > to resume ” のメッセージが表示される場合は、 POST 中に何らかの異常を 
検出しています。メッセージの内容や対処方法については、 「 P 〇 ST 中のエラーメッセージ 
(170 ぺージ）」を参照してください。エラーメッセージが表示されている場合でも、 < F 1> 
キーを押すと起動します。 


7. BIOS セットアップユーティリティ 「SETUP」 でパスワードの設定をすると、パスワードを入力 
する画面が表示される場合があります。 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも入力を誤るとストリーミングサーバを起動でき 
なくなります。この場合は、ストリーミングサーバの電源を〇 FF にしてがら、10秒程度時間を 
あけてから再度、ストリーミンク'サーバの電源を〇 N にしてストリーミンク'サーバを起動し直して 
ください。 


I 0 S をインス I -ールするまではパスワードを設定しないでください。 

8 . POST を終了すると〇 S を起動します。 


POST のエラーメッセージ 

POST 中にエラーを検出するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示される 
か、ビープ音が鳴ります。エラーメッセージの表示内容やビープ音の鳴り方、その意味や 
対処方法については、6章を参照してください。 

I n -0 保守サービス会社に連絡するときはディスプレイの表示やビープ音の鳴り方をメモして 
おいてください。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報となります。 


知つておきたいこと 
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電源の OFF 


次の順序で電源を〇 FR こします。ストリーミングサーパの電源コードを UPS に接続している 
場合は、 UPS に添付のマニュアルを参照するか、 UPS を制御しているアプリケーションの 
マニュアルを参照してください。 

1. 〇 S のシャットダウンをする。 

2. ストリーミンク'サーバ前面にある P 〇 WER/SLEEP スイッチを押す。 

POWER/SLEEP ランプが消灯します。 

3. 周辺装置の電源を〇 FF にする。 


省電カモードの起動 


ストリーミングサーパは ACPI モードに対応していま 
す。省電カモードにすることでストリーミングサーバ 
の電力をほとんど使用しない状態(スタンバイ状態)に 
することができます。 

省電カモードを設定している場合に前面にある 
POWER/SLEEP スイッチを押すと省電カモードに 
なります （ POWER/SLEEP ランプが緑色に点滅しま 
す）。スタンバイ状態になってもメモリの内容やそれ 
までの作業の状態は保持されています。 POWER / 
SLEEP スイッチを押すとスタンバイ状態は解除され 
ます。 



■ I ： 省電カモードへの移行、または省電カモードからの復帰方法については、 Windows 2000の 
r ^ F ] 設定によって異なります。また、省電カモード中の動作レベルは 、 Windows 2000の設定に 
- 依存します。 


n -〇 省電カモードへの移行、または省電カモード中にシステムを変更しないでください。省電力 
emm モードから復帰する際に元の状態に復帰できない場合があります。 
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フロッピーディスクドライプ 


ストリーミングサーバ前面にフ□ッピーディスウを使ったデータの読み出し（リード） • 保存 
(ライト）を行うことのできる 3.5 インチフロッピーディスクドライブが搭載されています。 
ストリーミンク'サーバでは 3. 5 インチの 2 HD フロッピーディスク （1.44 M バイト）と 2 DD 
フロッピーディスク （720 K バイト）を使用することができます。 

フロッピーディスクのセット/取り出し 

フロッピーディスクをフロッピーディスクドライブにセットする前にストリーミンク'サーバ 
の電源が ON (P 〇 WER/SLEEP ランプ点灯）になっていることを確認してください。 
フロッピーディスクをフロッピーディスクドライブに完全に押し込むと「カチッ」と音が 
して、フロッピーディスクドライブのイジェクトボタンが少し飛び出します。 

^ •1.2 M バイトフォーマットのディスクを使って起動(ブート）することはできません。 

• フォーマットされていないフロッピーディスクをセットすると、ディスクの内容を読め 
ないことを知らせるメッセージやフォーマットを要求するメッセージが表示されます。 
〇 s に添付のマニュアルを参照してフロッピーディスクをフォーマットしてください。 

• フロッピーディスクをセットした後にストリーミングサーバの電源を〇 N にしたり、 
再起動するとフロッピーディスクがら起動します。フ□ッピーディスク内にシステムが 
ないと起動できません。 

イジェクトボタンを押すとセットしたフロッピーディスクをフロッピーディスクドライブ 
から取り出せます。 

フロッピーディスクアクセスランプが消灯していることを確認してがらフロッピーディスク 
を取り出してください。アクセスランプが点灯中に取り出すとデータが破壊されるおそれが 
あります。 


フロッピーディスクの取り扱いについて 

フロッピーディスクは、データを保存する大切なものです。またその構造は非常にデリケー 
卜にできていますので、次の点に注意して取り扱ってください。 

• フロッピーディスクドライブにはていねいに奥まで揷入してください。 

• ラベルは正しい位置に貼り付けてください。 

• 鉛筆やボールペンで直接フロッピーディスクに書き込んだりしないでください。 

• シャッタを開けないでください0 
• ゴミやぼこりの多いところでは使用しないでください。 

• フ□ッピーディスクの上に物を置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具の近くなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い0 

• たばこの煙に当たるところには置かないでください。 


知つておきたいこと 
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水などの液体の近くや薬品の近くには置かないでください。 

磁石など磁気を帯びたものを近づけないでください。 

クリップなどではさんだり、落としたりしないでください。 

磁気やほこりから保護できる専用の収納ケースに保管してください。 

フロッピーディスクは、保存している内容を誤って消 
すことのないようにライトプ□テクト（書き込み禁止） 

ができるようになっています。ライトプ□テクトされ 
ているフロッピーディスクは、読み出しはできます 
が、ディスクのフォーマットやデータの書き込みが 
できません。重要なデータの入っているフロッピー 
ディスクは、書き込み時以外はライトプ□テクトを 
しておくようお勧めします。 3. 5インチフロッピー 
ディスクのライトプ□テクトは、ディスク裏面のライ 
トプ□テクトスイッチで行います。 

フロッピーディスクは、とてもデリケートな記憶媒体です。ほこりや温度変化によって 
データが失われることがあります。また、オペレータの操作ミスや装置自身の故障など 
によってもデータを失ラ場合があります。このよラな場合を考えて、万一に備えて大切 
なデータは定期的にバックアップをとっておくことをお勧めします。（ストリーミンク' 
サーバに添付されているフロッピーディスクは必ずバックアップをとってください。） 
















CD - ROM ドライプ 


ストリーミンク'サーバ前面に CD-ROM ドライブがあります。 CD-ROM ドライブは CD-ROM 
(読み出し専用のコンパクトディスク）のデータを読むための装置です。 CD-R 〇 M はフ□ッ 
ピーディスクと比較して、大量のデータを高速に読み出すことができます。 


A 注意 


0a| 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。詳しく 
は、 iii ページ以降の説明をご覧ください。 

CD-ROM ドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


CD - ROM のセツト/取り出し 

CD-R 〇 M は次の手順でセツトします。 

1. CD - ROM を CD - ROM ドライプにセツトする前にストリーミングサーバの電源が〇 N ( POWER / 
SLEEP ランプが緑色に点灯）になっていることを確認する。 


2 . CD - ROM ドライブ前面の CD トレー 
イジェクトボタンを押す。 

トレーが少し出てきます。 

3 . トレーを軽く持って手前に引き出し、 

トレーが止まるまで引き出す。 


CD トレーイジェクトボタン 



4 . CD - R 〇 M の文字が印刷されている面を 
上にしてトレーの上に静かに、確実に 
置く 0 


5 . 右図のよラに片方の手でトレーを持ち 
ながら、もラー方の手でトレーの中心に 
あるローター部分に CD - R 〇 M の穴がはま 
るように指で押して、トレーにセット 
する。 



知つておきたいこと 
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6 . トレーの前面を軽く押して元に戻す。 


w-Oi^ 

CD - ROM のセット後、 CD - ROM ドラ 
イブの駆動音が大きく聞こえるときは 
CD - ROM をセツトし直してください。 



CD-ROM の取り出しは、 CD-R 〇 M をセツトするときと同じように CD トレーイジェクト 
ボタンを押してトレーを引き出します。 


アクセスランプがオレンジ色に点灯しているときは CD にアクセスしていることを示します。 
CD トレーイジエクトボタンを押す前にアクセスランプがオレンジ色に点灯していないこと 
を確認してください。 

右図のよラに、片方の手でトレーを持ち、もラー方の 
手でトレーの中心にある□ーター部分を押さえながら 
CD-ROM の端を軽くつまみ上げるようにしてトレー 
から取り出します。 

CD-ROM を取り出した6トレーを元に戻してくださ 
い。 


取り出せなくなったときの方法 

CD ト レー イジ ェク トボタンを押しても CD-R 〇 M が スト リーミンク'サーバから取り出せない 
場合は、次の手順に従って CD-ROM を取り出します。 



1. POWER / SLEEP スイッチを押して 
ストリーミングサーバの電源を〇 FF 
(POWER/SLEEP ランプ消灯）にする。 

2 . 直径約 1.2mm、 長さ約100 mm の金属製 
のピン(太めのゼムクリップを引き伸ばし 
て代用できる）を CD-ROM 前面右側に 
あるエマージェンシーホールに差し込ん 
で、トレーが出てくるまでゆっくりと 
押す。 



エマージェンシーホール POWER/SLEEP 



• つま楊枝やプラスチックなど折れ 
やすいものを使用しないでくださ 
し、。 


• 上記の手順を行っても CD - ROM が 
取り出せない場合は、保守サービ 
ス会社に連絡してください。 


3 . トレーを持って引き出す。 

4 . CD-ROM を取り出す。 

5 . トレーを押して元に戻す。 
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CD - ROM の取り扱い 


ストリーミングサーバにセットする CD-ROM は次の点に注意して取り扱ってください。 

• CD 規格に準拠しない「コピーガード付き CD」 などのディスクにつきましては、 CD 再生機 
器における再生の保証はいたしかねます。 

• CD-R 〇 M を落とさないでください。 

• CD-R 〇 M の上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

• CD-R 〇 M にラベルなどを貼らないでください。 

• 信号面(文字などが印刷されていない面）に手を触れないでください。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいに置いてください。 

• キズをつけたり、鉛筆やボールペンで文字などを直接 CD-R 〇 M に書き込まないでください。 
• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具の近くなど温度の高くなる場所には置かないでくだ 
さい。 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいてください。 

• 清掃の際は、 CD 専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、 
ベンジン、シンナーなどは使わないでください。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管してください。 


知つておきたいこと 
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■ J セツ 


OS からストリーミングサーバを シャッ トタ'ウンでき 
なくなったときや、 POWER / SLEEP スイッチを押し 
ても電源を〇 FF にできなくなったとき、リセットが 
機能しないときなどに使用します。ストリーミンク' 
サーバの P 〇 WER / SLEEP スイッチを4秒ほど押し 2 

続けてください。電源が強制的に〇 FF になります。 

(電源を再び ON にするときは、電源 OFF から30秒 
以上待ってから電源を〇 N にしてください。） 


八ードリセツト 


ストリーミングサーバ前面にあるリセットスイッチを押してくだ 
さい。システムがリセットされます。 



リセットには2通りの方法があります。 

1 91-0 リセットは、ストリーミングサーバの DIMM 内のメモリや処理中のデータをすべてクリア 
emm してしまいます。ハングアップしたとき以外でリセットを行うときは、ストリーミング 
サーバがなにも処理していないことを確認してください。 

• ソフトリセツト 

〇 S が起動する前にシステムが動作しなくなったとは、 < Ct 「 l > キーと < Alt > キーを押し 
ながら、 < Delete > キーを押してください。システムがリセットされます。 


m 


u モートパワーオン機能を使用している場合 
は、一度、電源を ON にし直して、 OS を起動さ 
せ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 


210101 





強制電源 OFF 





〇〇〇 

AiID 
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